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米
国
会
計
基
準
審
議
会（
F
A
S
B
）は

昨
年
一
二
月
、
F
A
S
1
2
3（
修
正
）を
公

表
。
遅
く
と
も
今
年
一
二
月
以
降
の
財
務

諸
表
か
ら
は
、
従
業
員
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ

ン
の
時
価
評
価
と
費
用
計
上
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

米
国
上
場
の
日
本
企
業
や
、
米
国
企
業

の
連
結
対
象
と
な
る
企
業
は
当
然
新
基
準

に
沿
っ
た
財
務
報
告
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ

の
他
の
日
本
企
業
に
と
っ
て
も
無
関
係
と
は

言
え
な
い
。
今
回
の
基
準
改
正
は
国
際
的

な
時
価
会
計
導
入
の
ト
レ
ン
ド
が
ス
ト
ッ

ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
制
度
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
を

示
す
も
の
で
、
近
い
将
来
日
本
で
も
同
様
の

基
準
が
採
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら

だ
。
実
際
、
日
本
の
企
業
会
計
基
準
委
員

会
は
昨
年
一
二
月
、ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン

の
公
正
価
値
評
価
と
費
用
計
上
を
盛
り

込
ん
だ「
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
等
に
関
す
る

会
計
基
準（
案
）」を
公
表
し
、
基
準
化
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
を
戦
略
的
に
採
用

し
て
き
た
企
業
に
と
っ
て
は
、
時
価
評
価
と

費
用
計
上
に
よ
っ
て
企
業
価
値
が
影
響
を

受
け
、
財
務
や
人
事
政
策
を
含
む
経
営
へ

の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
ま
た
M
＆
A
に

お
い
て
も
今
後
は
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
評

価
が
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
上
の
重
要
項
目

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

新
基
準
の
も
う
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は

評
価
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
格
子
モ
デ
ル
」
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
多

く
の
企
業
が
本
源
的
価
値（
発
行
時
の
株

価
ー
行
使
価
格
）に
基
づ
く
評
価
を
行
い
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
そ
の
価
値
は
ゼ
ロ
で
あ

っ
た（
発
行
時
の
株
価
＝
行
使
価
格
）が
、

今
後
は
時
価
評
価
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

何
ら
か
の
オ
プ
シ
ョ
ン
評
価
モ
デ
ル
を
使
用

す
る
こ
と
に
な
る
。

評
価
モ
デ
ル
と
し
て
一
般
的
な
ブ
ラ
ッ

ク
・
シ
ョ
ー
ル
ズ
・
モ
デ
ル（
B
S
M
）は
ボ
ラ
テ
ィ

リ
テ
ィ
や
金
利
、
配
当
、
権
利
行
使
日
を
一

定
と
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仮
定
に
は
加

重
平
均
を
用
い
る
が
、
期
間
が
長
く
な
る
ほ

ど
正
確
性
を
損
な
う
結
果
と
な
る
。
こ
の

た
め
長
期
に
わ
た
っ
て
随
時
行
使
が
可
能

で
、
行
使
パ
タ
ー
ン
も
複
雑
な
従
業
員
ス
ト

ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
合

理
的
で
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。

B
S
M
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
仮
定
は
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
オ
プ
シ
ョ
ン
価
値
を
過
大
評

価
す
る
方
向
に
作
用
す
る
。
大
量
の
ス
ト
ッ

ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
を
従
業
員
に
付
与
し
て
い
る

I
T
産
業
な
ど
の
米
国
企
業
か
ら
は
、
B
S

M
を
使
っ
た
方
法
で
は
オ
プ
シ
ョ
ン
価
値
が

過
大
評
価
さ
れ
、
純
利
益
が
不
当
に
低
く

抑
え
ら
れ
る
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
き
た
。

格
子
モ
デ
ル
は
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
格
子
状
の
株
価
推
移
経
路
を

予
測
し
、
格
子
の
接
点
で
発
生
す
る
オ
プ
シ

ョ
ン
価
値
を
現
在
価
値
に
還
元
す
る
方
式

を
と
っ
て
い
る
た
め
、金
利
や
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
、

配
当
の
変
化
を
変
数
と
し
て
入
力
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
各
格
子
接
点
で
発
生

す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
行
使
機
会
で
ど
の
程
度
の

割
合
が
行
使
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
行
使
パ
タ

ー
ン
を
定
量
的
に
推
測
し
、
モ
デ
ル
に
取
り

込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
B
S
M
の
問
題

点
で
あ
っ
た
多
く
の
仮
定
を
変
数
と
し
て
取

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
格
子
モ
デ
ル
は
よ
り

正
確
な
、
そ
し
て
多
く
の
場
合
よ
り
小
規

模
な
オ
プ
シ
ョ
ン
債
務
の
評
価
が
可
能
と
な

る
。
す
な
わ
ち
企
業
に
と
っ
て
、
格
子
モ
デ

ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
費
用
を
最
小
化
し
、

企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
格
子
モ
デ
ル
導
入
時
に
は
注
意
が

必
要
だ
。
F
A
S
B
新
基
準
の
発
表
後
、
米

国
で
は
多
く
の「
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
専
門
家
」

に
よ
り
モ
デ
ル
の
売
り
込
み
が
行
わ
れ
た

が
、
中
に
は
評
価
額
を
引
き
下
げ
る
た
め

に
不
適
切
な
仮
定
や
、
不
正
確
な
デ
ー
タ

を
使
用
す
る
モ
デ
ル
も
存
在
す
る
。
不
正

確
な
モ
デ
ル
に
よ
り
導
か
れ
た
オ
プ
シ
ョ
ン
評

価
は
財
務
諸
表
の
信
頼
性
を
損
な
わ
せ
る
。

米
国
で
は
す
で
に
、
不
適
切
な
モ
デ
ル
を
選

択
す
る
こ
と
に
よ
り
経
営
者
や
監
査
人
が

株
主
代
表
訴
訟
の
対
象
と
な
る
リ
ス
ク
が

喚
起
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
経
営
者
も
、
今

か
ら
検
討
を
進
め
て
お
く
意
味
は
あ
る
だ

ろ
う
。
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